
連載企画/国土教育シリーズPart2

日・米・英・仏・独/教科書で学ぶ「国土とインフラ」

[第9回]アメリ力の地理-歴史教科書かう学ぶ③

一合衆国地理教育の特徴と地理教科書に描かれた日本のすがた一

地理教育ガイドライン

アメリ力合衆国の地理教育は， アメリ力地理学

会(Association of American Geographers) 

と 全 米 地 理 教 育協議会(National Council of 

Geographic Education)の合同委員会によって

1984年に刊行された， 初等- 中等学校用の地理教

育指導書『地理教育ガイドライン』に基づいて実施

されています。

このガイドラインは， 合衆国および世界に対する

国民レベルの知識不足の解消と， 将来世代に対する

地球規模の地理的教養の付与を目的として， こうし

た幅広い地理的教養を身につけた市民の積極的参加

によって乙そ， 現在の民主主義社会で発生している

さまざまな問題が解決できるという課題認識に基づ

き作成されたものです。

地理教育ガイドラインの最大の特徴は， 地理学と

いう複雑で興昧を持ちにくい学問領域を， <①位置

(Locatio門)，②場所(Place)，③場所における相互

関係(Relationships within Places) /人と環境

との関わり(Human-Environment Interaction)， 

④移動(Movement)， ⑤地域(Regions)>という，

分かりやすい5つのテーマ(地理学の5大テーマ )に

再構成したことでした。 この「地理学の5大テーマ」

は現在， 地理教科書の冒頭に必ず、位置づ、けうれ， 繰

り返し教えられるべき学習項目として不動の地位を

築いています。

「危機に立つ国家」と「荒廃するアメリカ」

地理教育ガイドライン作成の背景には， アメリ力

合衆国の教育の危機的状況を訴えた1983年の連

邦教育改革報告書「危機に立つ国家(A Nation at 

Risk) Jがあり， 一方で， 解決すべき社会問題のー

っとして， 193 0年代のニューディ -ル政策によ
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り整備された多くのインフラが一斉に老朽化を迎え

る中， 予算措置が追いつかなかったため， 全米各地

で、橋梁や舗装が劣悪な状態に陥っていった「荒廃す

るアメリ力(America in Ruins) Jという状況があ

りました。

ガイドライン冒頭の1(-)課題Jには， 1アメリ

力合衆国および世界についての国民の無知は， わ

が国の福祉， 国力， 国際的な相互依存に， さらに

は， 外国の人 々への影響にも大きな結果 をもたらす

だろう。 地理教育は， この無知を是正するために必

要なものであり， 加えて地球上の資源を効果 的に管

理するために必要な知識と理解を， 未来の世代に与

えうるものである。 (中略)民主主義社会における血

の通った効果 的公共政策の発展 は， 自らの社会， さ

らにそれと他の世界との関係などに広い教養をもっ

た市民の積極的芯参加によって高められる。 社会に

かかわるすべての出来事は， 地理的文脈のなかで起

こっている。 乙れらの出来事を十分に理解するため

に， 我々は詳細な調査を待たなければならない。 乙

れうの問題に含まれるものとしては， 郊外地域開発

による農業地域の侵食 大都市地域の交通システム

が財政的危機に直面する一方で 混雑が着実に増し

つつある高速道路の荒廃問題 水系の侵食や汚染か

らの保護， 環境的に調和のとれた土地利用開発を促

進するための地帯決定上の保証の問題などがあるO

(以下略)Jと記述されています。

アメリカ合衆国の地理教育の特徴

( 1) 1地理学の5大テーマ 」

米国 の 教 育 出版社(McDougal Littel社)が 発

行している高校地理教科書 rWorldGeography 

2009.]は， 地理の基礎(Unit1 )と世界 各国 ・ 地

域 の 地誌(Unit2 :ア メリ力合衆 国・力 ナ夕、~
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植民建国の歴史(大陸入植，(Unit2の一部)では，東南アジア・オセアニア・オーストラリUnit 10 

コロンブス交換， 独立戦争， ルイジアナ買

収， 南北戦争， 西部開拓， 工業化・都市化， 公民権

運動， 世界の中のアメリ力)と現在の政治(三権分立

地建設，地理の基礎(Unitl)

の冒頭で「地理の5大テーマ 」が取り上げられてい

ア)とで構成されていますが，

と連邦政府・州政府)について詳細芯説明がなされ

ています。 日本の地誌(Unit8の一部)でも， 歴史と

ます。

(2) r地学」を含めた地理教育

rWorld Geography 2008j の 地 理 の 基 礎

平安時代までの朝廷政政治のアウトライン(古代(Unitl)では，地球の内と外(太陽系，地球の構造)，

明治鎌倉以降の武家政権， 世界ヘ治， 将軍時代水循環と地形， 地球の内作用(プレートテクニクス『

以降の近代国家)が紹介されています。

とれに対し， 日本の地理教科書では， 歴史や政治

に関する学習単元が取り上げられることはありませ

ん。 わが国では，

堆積)， 

季節と天気， 気候， 世界の気候区分， 土壌と植生，

という区分で「自然地理Jを総合的 -術�ij�的に学習

浸食，地球の外作用(風化，火山)，地震，

これらの内容は， 地理とは別の教します。

科目(日本史， 世界史， 政治- 経済)の守備範囲とし日本の地理教科書では， 太陽系や地これに対し，

関連付けて学ぶことはて明 瞭に仕分けされており，球の構造， 地球の内作用・外作用 に関する学習単元

困難な状況にあります。

(4 ) r人と環境との関わり」という学習単元

「国土教育」面から見た米国の高校地理教科書の

が取り上げられることはありません。 わが国では，

これうの内容は「地学Jの守備範囲として明瞭に仕

関連付けて学ぶことは困難な状況分けされており，

最大の特徴は， 各国・地域ごとの地誌で，r人と環境

との関わり(Human-Environment Interaction) J 

という学習単元が設けられていることです。

例 えば， rアメリ力と力ナダの地誌(Unit2)J で

にあります。

(3 ) r歴史・政治」を含めた地理教育

rWorld Geography 2008jには， 世界地誌の

一環として， その国・地域の歴史や政治を学13\単元

は， ①アメリ力大陸への先住民の入植と農業によるアメリ力合衆国の地誌が必ずあります。 例 えば，

経済と文化
人
文
地
理 歴史と政治

:地学

自
然
地
理

アメリ力人が学13\ r世界地理Jの構造(高校地理教科書)

セメント コンクリート NO. 826，D巴c. 201550 



「人と環境の関わりJ CHuman-Environment Interaction)の学習テーマ

テーマl テーマ2 テーマ3

(Unit2) .アメリカ大陸への先住民の入植と農 .都市の建設 (地下空間利用が進む寒 .内陸運河， 大陸横断鉄道， 国道ネッ

合衆国とカナダ 業による国土の改変 (農作物の主要輸 冷地・モントリオール， スプロール化 トワークの整備による「距離の克服」

出国へ)[米国， カナダ] が進むロサンゼルス)[米国， カナダ] {米国， カナダ]

(Unit3) .農業が環境を変える (焼き畑農業が -都市化 (地方から都市への人の移動) -観光産業のプラス効果 (収益・雇用

ラテン・アメリカ 熱帯雨林に及ぼす影響など)[ブラジ に伴う問題 (スラム化や失業， 環境悪 等)とマイナス効果 (混雑・公害等)[メ

ル] 化とインフラ未整備)[アルゼンチン， キシコ， カリブ諸国]

チリ， ウルグアイ]

(Unit4) .ボルダー (堤防や用水路を用いて開 .運河建設によるヴェネツイア (ベニ -数百年にわたる森林伐採と酸性雨の

ヨーロッノT 拓した埋立地)整備による国土創造の ス)の商業的発展と今日的課題 (水害や 被害によって木々が枯死している「黒

歴史[オランダ] 水質汚濁など)[イタリア] い森 (シュヴァルツヴアルト)J [ドイ

ツ]

(UnitS) -大規模な農業政策によるアラル海の .シベリアの厳しい気候条件とナポレ .シベリア横断鉄道の建設と政治的・

ロシアと周辺共和国 水量減少 (約80%)と化学肥料等流入の オンの侵略をも阻んだロシアの「冬将 経済的発展[ロシアと周辺共和国]

影響 (周辺住民の疾病)[中央アジア] 軍J[ロシア]

(Unit6) .サヘル (サハラ砂漠の南縁部)の砂漠 .石油採掘が引き起こした国土・国民 .ナイル川の洪水制御・農業利水に資

アフリカ 化進行とその原因 (耕作や放牧などの への壊滅的な打撃 (原油流出， 燃え上 するアスワンハイダムの建設とそれに

人間活動にも原因がある)[サハラ関 がる天然ガス， 健康被害など)[ナイ 伴う問題 (遺跡、等の移転， 農地の残留

係諸国] ジエリア] 塩分除去，マラリア等疾病の増加)[エ

ジプト]

(Unit7) .貴重な水を供給するための努力 (古 -化石燃料の発掘からパイプラインに

西南アジア 代の技術， ダムやi藍概施設)と現代の よる原油の輸送， 石油精製に至るプロ

水技術 (海水の真水化など)[南西アジ セスと輸送中の原油流出リスク{南西

ア諸国] アジア諸国]

(Unit8) .ヒンズー教の聖地「母なるガンジス .フェニ川の洪水制御を実現するため

南アジア JIIJが果たす偉大な役割と深刻な水質 の発展途上国としての努力と完成した

汚濁問題[インド] ダムの効果 (価値)[バングラデシュ]

(Unit9) .長江に建設された三狭ダムのプラス -山地の島国に1億2700万人が暮らす

東アジア 効果 (洪水制御， 農業用水開発， 電力 (国土の約3%しかない狭い沿岸平野に

開発， 内陸航路整備)とマイナス効果 60%以上の国民が暮らす)日本の都市

(大規模な移転， 遺跡の喪失， 膨大な 生活 (公害， 狭い住居， 長距離通勤，

建設コスト， 生態系への影響)[中国] 埋立)[日本]

(UnitlO) -太平洋を渡るための航海図の作成と -オーストラリア大陸へのウサギの移 .ビキニ環礁における水爆実験の実施

東南アジア・オセアニ 特別なカヌーの開発[太平洋の島々] 入に伴う深刻な土壌腐食 生態系への と長期間にわたる周辺環境への影響

ア-オーストラリア 影響[オーストラリア] [マーシャル諸島]

国土の改変， ②都市の建設(地下空間利用が進む寒

冷地- モントリオール， スプロール化が進むロサン

ゼルス)， ③内陸運河， 大陸横断鉄道， 国道ネット

ワークの整備による「距離の克服j という3 つの事

例 (第8回/本誌11月号で紹介)が， Iヨーロッパの

地誌(Unit4 )Jでは， ①ポルダー整備による国士創

造の歴史{オランダ]，②運河建設によるヴ工ネツィ

アの商業的発展 と今日的課題[イタIjア1. ③数百

年にわたる森林伐採 と酸性雨の被害によって木々

が枯死している「黒い森(シュヴァルツヴアルト)J

【ドイツ] という3 つの事例 が取り上げられていま

す。

ボルダーの建設

また， 日本を含む「東アジアの地誌(Unit9)Jで

は， ①長江に建設された三狭ダムのプラス効果 とマ
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イナス効果{中国] と， ②山地の島国に1億2700

万人が暮らす日本の都市生活{日本] が取り上げら

れ， 詳細な説明がなされています。
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環太平洋造山滑に位置する日本

合衆国地理教科書に描かれた日本のすがた

( 1 ) 環太平洋造山帯に位置する日本

rWorld Geography 2009.]では， 日本が大地

震や津波のリスクを抱えた国家であることを繰り返

し指摘しています。 具体的には 阪神淡路大震災の

状況が写真入りで解説されているとともに， 日本列

島がプレート境界に位置すること そのため火山活

動-地震-津波のリスクが高いということ， そして

建築物の耐震基準化や防災教育などの各種防災対策

が実践されていることが詳説されています。

(2) 日本の教育システムの特徴

また， 日本の社会を解説する単元では， I日本の

教育」を取り上げ， 小学校(6年)， 中学校(3 年)， 

高校(3 年)， 塾(julくしJ)を経て， 東大- 京大-慶応 ­

早稲田といった一流大学に進学するとと(こうした
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一流大学に合格するために 中学・高校時代に一生

懸命勉強すること)が日本の高度な教育システムで

あると紹介しています。

ちなみに， 米国の大学では， 高校の成績と席次，

SATやACTという全国共通試験の成績， 課外活動，

工ッセイ， 特技， 面接などの多様な物差しに基づい

て合格者が選抜されます。 ここで 全国共通試験と

は，日本の大学入試のように，この成績で「足きり」

が行われたり，合否が決まったりするものではなく，

高校のシニア時代(多くは最上級学年のGrade1 2) 

に何度も受験することができるものです。

つまり， 米国で希望の大学に入学するためには，

高校時代の成績や課外活動が重要となります。 米国

の中学生-高校生には， いわゆる「受験勉強」に追

われることなく， 本来の学生生活に没頭できる自由

があります。 しかし， 米国の学生は， 大学に入学

してかうは「学業」に専念しなければなりません。

日々の課題の量が多く， また， 一定レベルの成績を

修めていかないと退学処分になってしまうからで

す。 一方， 日本の大学では成績評価が悪かったとし

てもそれなりに卒業ができる そこが大きな遣いで

す。

[次回「ドイツの地理・歴史教科書か5学ぶ①

一文化連邦主義をとるドイツの教育とバイ

エルン州の教科書-Jにつづく]
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